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研究内容

動機＆目的： 賢いな売り上げを予測システムを作り出すことにより、シフト
管理ができて、人件費を削減できる。

システムの構造： web and 予測システム。

人工知能部分： NUMPY, PANDAS, SCIKIT-LEARN（教師あり―重回帰）。



参考文献
• 外食産業の売上予測

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jasmin/2012s/0/2012s_128/_pdf/-

char/ja

• この論文から分かったポイント

1. 常に天気情報と売り上げの関係があるとは言えない。

2. 平日、休前日、休日の3区分を分けて、推論する。

- 平日： 天気情報と売り上げの相関はみられず（いずれも有意水準が 10%以上）、前日の売上など過去の売

上との相関が高いこ とがわかった。

- 休前日：夜の売り上げが高い、気温と売上に相関がある。

- 休日： 休日は気温に加えて、降水量も売上との相関が高く、雨が強ければ強いほど、売上が低下す
る傾向にある。雨天の場合は外出を控える人の存在が影響していると考えられる。

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jasmin/2012s/0/2012s_128/_pdf/-char/ja


進捗の状況

1年間のデータを修得済 ✅

Web 設計プログラム作成単体
テスト： ８０％,

後サーバに上げる。



(WEB)現状

• FRONTEND: 完了。 BACKEND:８０％完了



予測システム（相関系数一覧）



予測精度=決定係数 = 0.32



問題点と取り組む予定

• 問題点：

精度がひくい

人工知能の部分をウエブアップりに結びつく方法、相関係数が0.3以下、天気情報、コロナ感染者数との関
係が期待したが、低かった。他の前処理がうまくいかないかと考えている。

これから取り組み：

前処理をやり直す。

データをもう1年間増やす。

緊急事態宣言期間の有無データを導入。

ウエブサイトをサーバーに上げる。

平日、休前日、休日の3区分に分けて、予測する。



卒業論文提出の予定

• 現在：他の論文を読み、論文の形式を考察しています。

• 来週から試行錯誤をしながら論文を書き始める予定です。

• 1月の中旬に完成する予定です。



ご清聴ありがとうございました。


